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□ごあいさつ

＜基本理念＞

＜行動指針＞

食品添加物の製造を通じて、事業の発展と環境保全を調和した形で伸ばすため、社員全員で

全力をあげて取り組みます。

1 ． 環境法規制を守ります。

2 ． 二酸化炭素、廃棄物、排水を出すのはもったいないという精神で削減していきます。

3 ． 地域の環境保護に積極的に取り組みます。

4. 環境経営の継続的改善に努めます。

代表取締役社長 齋藤 英樹

当社は、美しい地球を守り、地域をより良い環境にし、次の世代に渡すため
に行動していきます。

  当社は、昭和24年の創業以来、一貫して甘味料の製造に携わり、常に甘味料業界をリードしてまいりました。
今日、お客様のニーズは甘味料のみならず調味料や品質改良剤等の各種製剤、
健康食品を中心とした食品の加工と多方面にわたりはじめました。
こうした中、使用方法に応じての加工や特殊技術による製品化の依頼も増えており、
各種機械を随時導入し多様化するニーズに対応しております。
当社は、多品種少量生産を得意としておりますが、その上で量産にもお応えできる体制を整えており、
研究開発から試作、商品化にいたるまで一貫して行い、お客様の要望に応えた商品を提供いたします。
  また、食品の安全性を問われる現在、安心してご使用いただくために、万全な品質管理体制を周知し、徹底し
ております。
  商品の向こう側にあるお客様の笑顔のために社員一丸となって取り組んでまいります。

環境経営方針

制定日： 2021年4月2日
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

ツルヤ化成工業株式会社
代表取締役社長　齋藤　英樹

（２） 所在地
本社・工場 山梨県韮崎市竜岡町下条南割995-400
営業本部 神奈川県相模原市緑区東橋本一丁目5番10号大地ビル7　2F
パッケージ事業部 神奈川県相模原市中央区下九沢1105-1　

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役　 齋藤　嗣樹 TEL：0551-23-0330
担当者 品質保証部 相川　光 TEL：0551-23-0330

（４） 事業内容
①甘味料,品質保持剤・改良剤,調味料・調味液,健康食品の製造及び販売 ②食品及び食品添加物の分析・開発

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：ツルヤ化成工業株式会社
対象事業所：本社・工場 パッケージ事業部

営業本部

活動：

□事業や製品（商品）の紹介

本社・工場
98 14 38

5755

パッケージ事業部

10004505 250

342,545

150
合計営業本部

①甘味料,品質保持剤・改良剤,調味料・調味液,健康食品の製造及び販売 ②食品及び食品
添加物の分析・開発
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境管理責任者の補佐、コスト削減委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

役割・責任・権限

・環境経営方針の策定・見直し

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・試行・訓練を実施、記録の作成

コスト削減委員会

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

環境事務局

環境管理責任者

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

コスト削減委員会

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

社長　齋藤　英樹

・環境管理責任者を任命

2023年4月3日

相川　光

齋藤 嗣樹

委員長：大倉 寛貴

部門長

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営レポートの確認

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

製造部 品質保証

部
総務・経理

部

営業・開

発本部
パッケージ

事業部
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

※電力排出係数 四国電力 kg-CO2/kWh
東京電力 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕
✕

〇

〇

✕

✕

✕

〇

㎥

99%年基準年度比
2642

41

97%

22,932

97%

25,727

97%

42
98%

97%

25,421

34,176
23,168

459,478

25,681 30,530

98%

97%72% 98%

45,414

97%

118%

44,951

43

98%

60% 98%

97%
25,162

評
価

基準値 2022年

25,993
26,258

24,540

98%

180,594

2021年 99%

0
0
0

0

2023年

上記二酸化炭素排出量合計

19,390

24,540

kg

382,885

kg
廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

2024年

606,588612,841

35,042 40,198

2022年

電力による二酸化炭素
削減

基準年度比

26,523一般廃棄物の削減

プラ廃棄物の削減

基準年度比

23,641

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項による）

総排水量

kg

食品再資源化実施率 ％

　再生利用量

二酸化炭素排出量

　産業廃棄物排出量
（食品廃棄物除く）

食品廃棄物

　発生量
　発生抑制量

126,634 91,253

107%

kg-CO2 184,280

182,437 5,149

2021年

基準年度比

試薬使用量削減 kg

㎥

178,752

車両燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 46,341
45,878 33,210

基準年度比 2021年 99%

0
0
0

6,560

kg

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

96.3%

19,390

23,641

0.408

34,176

　再生利用以外の量

96.5%

　熱回収量
　減量量

0

　廃棄物処理量

Ａ重油による二酸化炭
素削減

644,972 679,451

項　目 2021年

（目標）

0.441

386,833

基準年度比 2021年 99%

25,940

27,933

2021年 99%

23,405

98%
水道水の削減

99% 105%

23,641

145%99%年

kg-CO2 394,727 421,118

基準年度比

390,780 421,118

26,523

3%

kg-CO2 625,348 619,095
kg

6,491

（基準年) （目標） （実績） （目標）
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 965,491
2022年 1,030,445

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 68,000
2022年 1,900

2月 3月1月

0 01,000 900

取組結果とその評価

・生産量の増加とコロナ対策のため換気しながらの空調使用で数
値目標は上回ってしまったが、空調機の日除け交換や定期的な
空調機のフィルター清掃、昼休憩時のコンプレッサー停止等の環
境活動を通して個々の節電意識の向上が感じられた。

○

11月

・古くなったエアコンを計画的に更新し、
空調効率、消費電力の改善に努める。

・換気に関するルールを策定し、冷暖房
の効率を高める。

6月

69,043
83,382

75,910 85,615
75,125 61,213

達成状況

7月 1月

電力による二酸化炭素削減

9月8月

84,961

12月

0 0
0 　

ガスボイラーの導入が完了したため、9月からの使用量を0にする
ことができた

96,933 98,078 81,059 61,996

0

10月 12月

数値目標

81,304
5月4月3月2月

78,116 89,991

重油の使用がなくなったため、他のエネ
ルギー省力化に努める

91,166 82,623
101,299

数値目標 〇

109,341

8,000
7月 8月 9月

89,378 74,854 70,763

0 8,000 0
4月 5月 6月

0

・昼休憩時のコンプレッサー停止 ○

10月 11月

・ガス炊きボイラーへの更新

0 8,000 8,000

○
6経営計画'!F32

取組結果とその評価

87,576

×

0 00
8,000

0

86,661

0 0
6,000 8,000 6,000

0

・空調機のフィルターの清掃・交換

8,000

○

79,549

Ａ重油による二酸化炭素削減

達成状況

○
・空調機室外機の日除け交換

0

50,000

100,000

150,000

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

5,000

10,000
Ａ重油（ℓ） 2021年 2022年

6



車両燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 16,296
2022年 10,098

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 3,308
2022年 3,792

一般廃棄物の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 26,523
2022年 27,9333,076 2,756

2,409 1,633 2,532 2,547 2,305
10月 4月 5月 6月

2,4732,140 2,292 1,690 2,383
2,086

12月
1,929 2,190

2,509

11月

1,957 2,318

2022年度の活動を維持し、定期的に朝
礼などで呼びかけを行う。

281 322
391 224 140 385

取組結果とその評価

339
12月 1月 2月

260

引き続き生産量の増加に伴い、累計は未達となった。ただし基準
年との比較からみても大きな差はないため、環境活動を継続する

3月

325 286 349 283

2,243

5月 6月
343

410

0

○

928 776 861 813

7月 8月 9月 10月
1,0641,247

12月 1月

8月

・新倉庫の稼働に伴い、フォークリフトの
運転距離が長くなる見込みだが、今年
度以上にフォークリフトのアイドリングス
トップを意識しながら徹底する。

4月

1,690 1,2761,428
11月

1,396
890

2,104 2,0712,361 2,068

3月1月 2月9月7月

○
数値目標

8月

2,384

・アイドリングストップ

達成状況 取組結果とその評価

〇 ・営業本部で計上している車両が減ったためガソリンの使用量が
大幅に減少し、達成となった。

754 832

6月4月 5月

・エコドライブの取り組みを継続し、本
社・営業本部共に使用量削減を目指す

・フォークリフト使用方法・管理方法の

1,6611,193
2月 3月

0

0

950 866

数値目標 ×

7月

1,492 1,257 1,140 1,452

・シュレッダーの使用頻度低減化（重要

達成状況

299

○
・梱包材の再利用・リサイクル化 ○

373

・分別の徹底

251284
10月 11月

317 229 319
225 210

○
ガソリン（社用車、フォークリフト）

255

799 876 754

9月

0

500

1,000

1,500

2,000
ガソリン(ℓ) 2021年 2022年

0

200

400

600

7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油（L) 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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プラ廃棄物の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
2021年 25,940
2022年 30,530

次年度の取組内容

水道水の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

合計
年 23,641

2022年 34,176

4月 5月

・新製品が増え、設備洗浄の回数が増
える見込み。製造スケジュールの調整
や個々の節水意識を高めることにより、
出来るだけ使用量を抑えていきたい。

3,682 12 6,513 1518 3,566

2,440
12月 1月 3月

2,330 2,290
6月2月

○

2,779 1,936 3,8682,488 1,950 2,620

取組結果とその評価

4月

達成状況

達成状況

○

5月
1,240 2,160
1,340

8月 9月 10月 11月

取組結果とその評価達成状況

0 0

数値目標 ×

0 0

引き続き生産量の増加に伴い、累計は未達となった。また、冬季
の水道管の破裂や大雪の際の除雪、新倉庫の工事への使用な
ど、自然要因・外部要因でやむを得ず大幅に使用量が増加してし
まった。しかし、社員一人一人の節水への取り組みなどは評価で
きる。

12月 1月 2月 3月 6月

2,420

引き続き定期的に朝礼などで分別の呼
びかけを行い、新しく入った人にも意識
を持ってもらう。

7月

16 5,520
3,113

5,367 17 5,107 20 28 7,306 24 6,102 224,651

10月
3,2643,411 17 14

作業ミスによる排出量の低減

3,060
2,535

※現場での分別化の推進 ○
最終的に未達となったが、生産量の増加に伴うものなので、引き
続き環境活動を継続していく。

数値目標 ○ 年間通して計画どおり処理ができた。
廃棄物の適正処理

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

2,942 2,939 2,260 2,873
2,420

○

数値目標 ×

11月
18

・男子トイレの自動水栓化

9月

・節水シャワーヘッド設置 ○
0 0

取組結果とその評価

2022年度の活動を維持する。

7月 8月

2,210 1,7701,270 2,330

0

2,000

4,000

6,000

8,000 水道水（㎥） 年 2022年

0

2,000

4,000

6,000
プラ産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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試薬使用量削減

次年度の取組内容

環境に配慮した生産活動

次年度の取組内容

・不良率低減 ○

引き続きクレームゼロを目指して品質向
上に努める。特に確認作業は複数人で
行い、ケアレスミス等を無くしていく。

引き続き計画通り処理できるよう、2022
年度の活動を維持する。

達成状況 取組結果とその評価

○数値目標
・有害性物質の表示の徹底 ○
・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○
・代替物質の検討 ○

取組結果とその評価

未達の月もあったが、年間通して概ね計画どおり処理を行い、且
つ累計で目標を達成することができた。

・顧客クレーム削減 ○
・廃棄率削減 ○

22年７月～23年6月のクレーム件数は44件で昨年比で増加した
が、販売用輸入原料に関するものが多く、当社製造起因によるも
のは極端に増加しているわけではない。食品循環資源化実施率
は、95.1％で目標達成しました。

達成状況

・稼働率向上 ○

・食品循環資源化実施率維持向上 ○
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空調機、空気圧縮機

浄化槽

エコアクション21の理解を深めるための講習会

： ：

：

：

該当施設無し

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ等）廃棄物処理法

空調機、空気圧縮機

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

◆評 価

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

危険物の保管
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

◆ 実 施 日 コスト削減委員会全員、営業本部代表者

・エコアクション21の基本的な要求事項の再確認
・当社の取り組むべき課題の確認

既存のコスト削減委員会の委員はもちろんのこと、新しい委員や昨年度から対象事業所になっ
た営業本部のメンバーも含めてエコアクション21に対する理解が深められた。
また、今後当社として取り組むべき課題も事業所間で確認することができた。

2022年10月15日 ◆ 参 加 者

◆実施内容

顧客要求事項 品質管理　

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

浄化槽法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇環境経営目標・計画の達成状況、実施状況 ◇環境方針

◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

【総括（評価と今後の環境経営について）】

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

・ボイラーのプロパン化が完了し、期中より重油の使用
が0になりました。引き続きハード面の更新も含め計画
的に改善していきます。
・環境要因、外部要因の影響もあり、水道使用量が大
幅に未達でした。
・未達項目の多くは生産量の増加に伴うものでした。

◇環境法令遵守状況、周辺からの苦情
大幅なCO2排出削減を可能とする為の施策を検討す
る。
本社工場屋上への太陽光設置も検討する。

・営業本部、パッケージ事業部と定例会を開始し、情報
交換や進捗報告等、連携強化を図っています。

2023年8月30日

電力削減等の地道な活動を継続する。
生産量に対する削減量を確認できるようにすることを課
題とする。

CO2排出総量の削減は、生産量増加にかかわらず進め
る。

・利害関係者からの苦情・要請等はありませんでした。
・注視が必要な環境上の問題点等もありませんでした。

【前回の指示への取組結果】

引き続き改善提案や環境活動を継続すると共に、営業本部の運用が本格的に始まったので、コミュニケーションの機会を増や
すなど、連携を強化した。

当社は、ＣＯ２の排出削減率を現状より一層大きくしていく為の努力をする。

11


